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Corynebacterium glutamicum KCCM80189 株により生産された L－イソロイシンを有効成分とす

る飼料添加物に係る食品健康影響評価に関する審議結果(案)についての意見・情報の募集結果につい

て 
１．実施期間 令和 4 年 1 月 19 日～令和 4 年 2 月 17 日 
２．提出方法 インターネット、ファックス、郵送 
３．提出状況 ３通 
４．頂いた意見・情報及び食品安全委員会の回答 

頂いた意見・情報 食品安全委員会の回答 

【意見 1】 
・１７ページの ADFI、ADG、ADI は本文に

記載がないのではないか？ 
・１７ページの GRAS の名称欄の「一般に安

全と認められる」と、６ページの「一般に安全

と認められる物質」とは、どちらが正しい名称

なのか？ 
・１７ページのMSDIと、１５ページのMSDI
法とは、どちらが正しい用語なのか？ 
 
【意見 2】 
わずか数十年程度の知見に限られている遺伝

子組換品については、中・長期的な影響はまだ

まだ判断できないはず。遺伝子組換品は、

100％の安全性が断言できるまで、使用を禁止

すべき。 
・日本ではすでに飼料用で 112 種（組換添加

物含む）、食品と合わせれば５００種以上の遺

伝子組換成分が承認されており、この数字はダ

ントツの世界一のレベルと思われるが、少なく

ともこれ以上増やすのはやめていただき、でき

ればすべての遺伝子組換品の流入を停止いた

だきたい。 
・このような遺伝子に手を加えたものは、本来

存在しない（存在してはならない）品種であり、

自然界、家畜に悪影響がないわけがない。 
・審査にあたっては、申請者が提出した資料を

メインに使っており非公表のものも多く含ま

れているが、申請者に有利なものに偏るのは当

然であり、検証は、全て第三者によって実施さ

れたものに限定して審査すべき。 
 
 
 
 

【意見 1】 
評価書案 17 ページの別紙（検査値等略称）につい

て、ご指摘の略称（「ADFI、ADG、ADI」）は本文

中に記載がないため、削除させていただきます。 
 食品安全委員会の「食品の安全性に関する用語

集」を踏まえ「GRAS」物質については、「一般に

安全とみなされる（Generally Recognized As 
Safe）」物質に、また「MSDI」については、「MSDI
法」に統一して記載させていただきます。 
 
【意見 2】 
食品安全委員会は、国民の健康の保護が最も重要

であるという基本的認識の下、規制等のリスク管

理を行う行政機関から独立して、科学的知見に基

づき客観的かつ中立公正に食品健康影響評価を行

っています。この食品健康影響評価は、食品安全基

本法第 11 条第 3 項に基づき、その時点において到

達されている水準の科学的知見に基づいて行うこ

ととしております。 
本飼料添加物については、「飼料添加物に関する

食品健康影響評価指針（令和３年５月 18 日食品安

全委員会決定）」に基づき評価を行った結果、飼料

添加物として適切に使用される限りにおいて、食

品を通じて人の健康に影響を与える可能性は無視

できる程度と考えました。なお、本飼料添加物は製

造において遺伝子を組換えた菌株は使用しており

ません。 
また、食品健康影響評価は、申請者の提出した資

料をもとに行いますが、これまでの科学的知見や

海外での評価結果も踏まえ、資料の内容について

の問題点、疑問点については説明や再提出を求め

るとともに、調査会の審議において、資料の内容が

不足していると判断された場合は、追加試験等の

データを含め必要な追加資料の提出を求めていま

す。 
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※頂いたものをそのまま掲載しています。 

 
【意見 3】 
これ以上自然の摂理から逸脱したものを作る

べきではないと思います。 
環境問題について触れるのであれば、もっと国

の姿勢として中国に働きかける必要があり、そ

れを成さずに日本国民に危険な食べ物をコソ

コソしながら押し付ける考え方には、正直憤り

を感じます。 

 
【意見 3】 
本飼料添加物については、「飼料添加物に関する

食品健康影響評価指針（令和３年５月 18 日食品安

全委員会決定）」に基づき評価を行った結果、飼料

添加物として適切に使用される限りにおいて、食

品を通じて人の健康に影響を与える可能性は無視

できる程度と考えました。 
本飼料添加物の使用目的や製造等に関するご意

見は、リスク管理に関するものと考えられること

から、農林水産省にお伝えします。 


